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1 Ｂ 文書不存在 なし


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｄ（旧） Ｅ Ｈ Ｉ 備考
①セクハラの内容 ○ ○ 〇 △
○は具体例を書くもの
△は抽象的な表現で示すもの
①職場を明確化した方針 ○ ○ 〇 ○ ○は方針が書かれているもの
　均等法の関連記載 ○ ○ 2006年の改正が記されているもの
　原因背景（対等に見ないこと） ○ ○ 〇
「異性を対等に見ないこと」が原因として示されて
いるもの
②懲戒 △ △ △ △
○は懲戒処分の公表基準が示してあるもの
△は懲戒の具体的な程度がわからないもの
③相談窓口の明確化 ○ ○ ○は相談窓口が明確に示されているもの
④相談に適切な対応 ○ ○ ○ △ ○は相談マニュアルが書かれているもの
⑤事後の事実確認 ○ ○ ○ ○ ○は事実確認のマニュアルが書かれているもの









⑧プライバシー保護 ○ ○ ○ ○は「プライバシーの保護」について書かれているもの
⑨不利益な取り扱い禁止 ○ ○ ○ ○
○は「不利益な取り扱いの禁止」について書かれて
いるもの
　誹謗中傷させない。 ○ ○は「誹謗中傷の禁止」について書かれているもの
51
スメント防止対策の問題点­―相談者保護・被害者
救済の視点を―」（『日本ジェンダー研究 第15号』 
日本ジェンダー学会 2012）
（注14）平成18年労働省告示第615号は10月11日に示され、
厚生労働省の女性雇用管理調査は10月に実施され
ている。
（注15）平成18年度女性雇用管理基本調査（厚生労働省）
（注16）「人事院規則10－10（セクシュアル・ハラスメント
の防止など）の運用について」1999年4月1日施行
けるセクシュアル・ハラスメントに関する相談窓
口を設置し、男女それぞれの相談担当職員を配置
する」の記載と現状は矛盾する。
（注10）Ａのｙ課職員（談）平成23年11月　
（注11）金沢大学担当者へのインタビューにおける文言
（注12）Ｅ、Ｇが文書では、研修会を開くとしながら、実
際には開いていないことや、Ａの総務部長通知の
内容と現在の各所属長の認識が合っていないこと
など。
（注13）前田敬子「公立学校教職員間セクシュアル・ハラ
前田敬子・木下由香　　公務職場のハラスメント防止対策
